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【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　式(i)および(ii)：
【化１－１】

[式中、
ｎは、０または１であり；
Ｒ１とＲ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ６－Ｃ２０アリールから選択され、これらは
、所望によりアミノ、ヒドロキシル、スルフェートおよび／またはホスフェートで置換さ
れている。]
から選択されるニトロソ含有基を有する、モノマーベースで２２５から１,０００の範囲
の分子量を有するＣ－ニトロソ化合物であって、
ここで、ニトロソ基を有する第３級炭素は、１から１０個の炭素原子、０から２個の窒素
原子、および０から２個の酸素原子からなる１から１２個の鎖原子を含む鎖部分によって
環状部分に共有結合しており、当該鎖原子は、ニトロソ基が結合している第３級炭素原子
と環状部分を連結している原子を数えることによって計数され、かつ、水素原子または他
の鎖上の置換基を除き、
当該環状部分は、単環式、二環式、三環式、四環式、または五環式である環状部分であっ
て、２から２０個の炭素原子、０から４個の窒素原子、０から１個の酸素原子、および０
から１個の硫黄原子からなる、５から２４個の環原子を含み、当該環原子は、環を形成す
る原子を数えることによって計数され、水素原子または他の環上の置換基を除く、Ｃ－ニ
トロソ化合物であり、
なおかつ、
(i) Ｙが、式(ia)：
【化１－２】

[式中、Ｒ１およびＲ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ６－Ｃ２０アリールから選択さ
れ、これらは、所望によりアミノ、ヒドロキシル、スルフェートおよび／またはホスフェ
ートで置換されている。]
のニトロソ含有基を表す、次に示す化合物：
【化１－３】
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【化１－４】
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【化１－５】

【化１－６】
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【化１－７】
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【化１－８】
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【化１－９】
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【化１－１０】



(9) JP 2004-512318 A5 2011.11.17

【化１－１１】
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【化１－１２】

(ii) Ｙが、式(iia)：
【化１－１３】
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[式中、Ｒ１およびＲ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ６－Ｃ２０アリールから選択さ
れ、これらは、所望によりアミノ、ヒドロキシル、スルフェートおよび／またはホスフェ
ートで置換されている。]
のニトロソ含有基を表す、次に示す化合物：
【化１－１４】

【化１－１５】
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【化１－１６】
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【化１－１７】
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【化１－１８】
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【化１－１９】
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【化１－２０】
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【化１－２１】
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【化１－２２】
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【化１－２３】
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【化１－２４】
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【化１－２５】
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【化１－２６】

【化１－２７】
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【化１－２８】
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【化１－２９】
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【化１－３０】
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【化１－３１】
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【化１－３２】
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【化１－３３】
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【化１－３４】
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【化１－３５】

(iii) Ｙが、式(ib)：
【化１－３６】
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[式中、Ｒ１およびＲ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ６－Ｃ２０アリールから選択さ
れ、これらは、所望によりアミノ、ヒドロキシル、スルフェートおよび／またはホスフェ
ートで置換されている。]
のニトロソ含有基を表す、次に示す化合物：
【化１－３７】

【化１－３８】
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【化１－３９】
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【化１－４０】



(34) JP 2004-512318 A5 2011.11.17

【化１－４１】
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【化１－４２】
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【化１－４３】
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【化１－４４】
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【化１－４５】
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【化１－４６】
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【化１－４７】
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【化１－４８】
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【化１－４９】
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【化１－５０】
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ならびに
(iv) Ｙが、式(iib)：
【化１－５１】

[式中、Ｒ１およびＲ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ６－Ｃ２０アリールから選択さ
れ、これらは、所望によりアミノ、ヒドロキシル、スルフェートおよび／またはホスフェ
ートで置換されている。]
のニトロソ含有基を表す、次に示す化合物：
【化１－５２】
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【化１－５３】



(46) JP 2004-512318 A5 2011.11.17

から選択される、Ｃ－ニトロソ化合物。
　　【請求項２】　下記の式：
【化２】
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[式中、Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ６－Ｃ２０アリールから選択され、これら
は、所望によりアミノ、ヒドロキシル、スルフェートおよび／またはホスフェートで置換
されている。]
を有する化合物。
　　【請求項３】　水に可溶な、請求項１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４】　モノマーベースで２２５から６００の範囲の分子量を有する、請求項
１または３に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項５】　二量体の形態のニトロソケトイブプロフェンである、請求項１に記載
のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項６】　二量体の形態の２－[４'－(α－ニトロソ)イソブチリルフェニル]プ
ロピオン酸である、請求項５に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項７】　化合物１、２および３から選択されるアセチルサリチル酸誘導体であ
る、請求項１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項８】　化合物９３、９４、９５、９６および９７から選択されるメマンチン
誘導体である、請求項１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項９】　化合物１１１、１１２、１１３および１１４から選択されるアロプリ
ノール誘導体である、請求項１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項１０】　化合物１１５、１１６、１１７および１１８から選択されるセレブ
レックス誘導体である、請求項１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項１１】　化合物１１９、１２０および１２１から選択されるインドメタシン
誘導体である、請求項１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項１２】　５０,０００から５００,０００の範囲の重量平均分子量を有する、
請求項１に記載のＣ－ニトロソ化合物を組み込んだ生体適合性ポリマーであって、
当該生体適合性ポリマーが、ポリイソブチレンとポリスチレンの共重合体；ＰＶＰ、ＰＶ
Ｐ－ウレタン共重合体；ハイドロゲル；ポリラクチドおよびポリラクチド－コ－ポリエチ
レングリコール；ポリアクリロニトリル、ポリアクリロニトリル／ポリアクリルアミド／
ポリアクリル酸共重合体；ポリウレタン、ポリカーボネート、ポリエーテル、およびこれ
ら３種の共重合体；シリコンポリマーおよび共重合体；澱粉および修飾された澱粉、セル
ロースおよびセルロース様物質を含む炭水化物ポリマー、キチンおよびキトサン、ヒアル
ロン酸、コンドロイチン、および硫酸コンドロイチンを含むグリコサミン・グリカンから
選択され、そして、
当該生体適合性ポリマーが、Ｃ－ニトロソ化合物が結合したエステル、エーテル、アミン
またはアミドを含む側鎖部分を有する、生体適合性ポリマー。
　　【請求項１３】　請求項１２に記載のＣ－ニトロソ化合物を組み込んだポリマーでコ
ートされた医学的デバイス。
　　【請求項１４】　請求項１に定義されたＣ－ニトロソ化合物および薬学的に許容され
る担体を含む医薬組成物。
　　【請求項１５】　請求項３～６の何れか１項に定義されたＣ－ニトロソ化合物および
薬学的に許容される担体を含む、請求項１４に記載の医薬組成物。
　　【請求項１６】　さらにグルタチオンを含む、請求項１４または１５に記載の医薬組
成物。
　　【請求項１７】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、２５未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロ
シル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
ここで、該第３級炭素に置換基Ｑが結合しており、そして該置換基Ｑは、単環式、二環式
、三環式、四環式、または五環式であって、２から２０個の炭素原子、０から４個の窒素
原子、０から１個の酸素原子および０から１個の硫黄原子からなる５から２４個の環原子
を含む環状部分に共有結合している鎖部分であって、１から１０個の炭素原子、０から２
個の窒素原子および０から２個の酸素原子からなる１から１２個の鎖原子を含む鎖部分か
らなり、
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当該Ｃ－ニトロソ化合物が治療薬の第３級炭素をニトロシル化することによって得られ、
当該治療薬が、ＮＯドナー効果のないものであるか、あるいは、当該治療薬が、その炭素
酸のｐＫａを修飾するよう修飾されたものであり、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が、同じ化学組成の２つの部分が窒素－窒素結合によって結合し
ている二量体の形態である、Ｃ－ニトロソ化合物。
　　【請求項１８】　二量体の形態の２－[４'－(α－ニトロソ)イソブチリルフェニル]
プロピオン酸であるＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項１９】　ＮＯドナー効果のない治療薬が、非ステロイド抗炎症剤である、請
求項１７に定義したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項２０】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合している、２５未満のｐＫａの炭素酸のニトロシル化
によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
ここで、該第３級炭素に置換基Ｑが結合しており、そして該置換基Ｑは、単環式、二環式
、三環式、四環式または五環式であって、２から２０個の炭素原子、０から４個の窒素原
子、０から１個の酸素原子および０から１個の硫黄原子からなる５から２４個の環原子を
含む環状部分に共有結合している鎖部分であって、１から１０個の炭素原子、０から２個
の窒素原子および０から２個の酸素原子からなる１から１２個の鎖原子を含む鎖部分から
なり、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が、同じ化学組成の２つの部分が窒素－窒素結合によって結合し
ている二量体の形態であって、そして当該Ｃ－ニトロソ化合物二量体が水溶性である、Ｃ
－ニトロソ化合物。
　　【請求項２１】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、２５未満のｐＫａの炭素酸のニトロシル化
によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
ここで、該第３級炭素に置換基Ｑが結合しており、そして該置換基Ｑは、単環式、二環式
、三環式、四環式、または五環式であって、２から２０個の炭素原子、０から４個の窒素
原子、０から１個の酸素原子および０から１個の硫黄原子からなる５から２４個の環原子
を含む環状部分に共有結合している鎖部分であって、１から１０個の炭素原子、０から２
個の窒素原子および０から２個の酸素原子からなる１から１２個の鎖原子を含む鎖部分か
らなり、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が、該第３級炭素および他の炭素に共有結合しているカルボニル
基を含み、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が、同じ化学組成の２つの部分が窒素－窒素結合によって結合し
ている二量体の形態である、Ｃ－ニトロソ化合物。
　　【請求項２２】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、２５未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロ
シル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
該第３級炭素が、環状部分の１個の環原子であり、この環状部分が、単環式、二環式、三
環式、四環式、または五環式であって、かつ２から２０個の炭素原子、０から４個の窒素
原子、０から１個の酸素原子および０から１個の硫黄原子からなる５から２４個の環原子
を含み、該環原子は、環上の水素もしくは他の置換基を除いて環を形成する原子を数える
ことによって計数され、
該第３級炭素に結合している２個の炭素が、環状部分の環原子であり、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が、同じ化学組成の２つの部分が窒素－窒素結合によって結合し
ている二量体の形態である、Ｃ－ニトロソ化合物。
　　【請求項２３】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、２５未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロ
シル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
当該Ｃ－ニトロソ化合物は、非環式であり、
該第３級炭素上の少なくとも１つの置換基は、４から２０個の炭素原子を含み、その置換
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基および／または第３級炭素上の他の置換基が両方とも、電子吸引性原子もしくは基を含
むか、あるいは電子吸引性原子もしくは基であり、ここで、該電子吸引性原子もしくは基
は、該第３級炭素に直接結合している炭素原子に直接結合しているか、あるいは、該電子
吸引性基は、該第３級炭素に直接結合している炭素原子を含み、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が、同じ化学組成の２つの部分が窒素－窒素結合によって結合し
ている二量体の形態である、Ｃ－ニトロソ化合物。
　　【請求項２４】　治療薬が鎮痛剤である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ化合物
。
　　【請求項２５】　治療薬がＣＯＸ－２阻害剤である、請求項１７に定義したＣ－ニト
ロソ化合物。
　　【請求項２６】　治療薬が抗狭心症薬である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ化
合物。
　　【請求項２７】　治療薬が抗高血圧薬である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ化
合物。
　　【請求項２８】　治療薬が利尿剤である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ化合物
。
　　【請求項２９】　治療薬がＡＣＥ阻害剤である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ
化合物。
　　【請求項３０】　治療薬が抗高コレステロール／抗高リポタンパク薬である、請求項
１７に定義したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項３１】　治療薬がカルシウム・チャネル・ブロッカーである、請求項１７に
定義したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項３２】　治療薬が制酸剤である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ化合物
。
　　【請求項３３】　治療薬が気管支拡張薬である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ
化合物。
　　【請求項３４】　治療薬がＮＭＤＡアンタゴニスト／骨格筋弛緩薬である、請求項１
７に定義したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項３５】　治療薬が抗増殖／チューブリン結合薬である、請求項１７に定義し
たＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項３６】　治療薬が抗結核薬である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ化合
物。
　　【請求項３７】　治療薬がＣＥＴＰ阻害剤である、請求項１７に定義したＣ－ニトロ
ソ化合物。
　　【請求項３８】　治療薬がＳＯＤ類似体である、請求項１７に定義したＣ－ニトロソ
化合物。
　　【請求項３９】　治療薬がキサンチンオキシダーゼ阻害剤である、請求項１７に定義
したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４０】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、２５未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロ
シル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
ここで、該第３級炭素に置換基Ｑが結合しており、そして該置換基Ｑは、単環式、二環式
、三環式、四環式、または五環式であって、２から２０個の炭素原子、０から４個の窒素
原子、０から１個の酸素原子および０から１個の硫黄原子からなる５から２４個の環原子
を含む環状部分に共有結合している鎖部分であって、１から１０個の炭素原子、０から２
個の窒素原子および０から２個の酸素原子からなる１から１２個の鎖原子を含む鎖部分か
らなり、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が治療薬の第３級炭素をニトロシル化することによって得られ、
当該治療薬が、ＮＯドナー効果のないものであるか、あるいは、当該治療薬が、その炭素
酸のｐＫａを修飾するよう修飾されたものである、Ｃ－ニトロソ化合物。
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　　【請求項４１】　水に可溶な、請求項４０に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４２】　第３級炭素が、少なくとも１個のカルボニル基に結合している、請
求項４１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４３】　モノマーベースで２２５から６００の範囲の分子量を有する、請求
項４１に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４４】　約１０未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロシル化によって得られ
る、請求項４３に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４５】　約１５から約２０の範囲のｐＫａを有する炭素酸のニトロシル化に
よって得られる、請求項４３に記載のＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４６】　モノマーベースで２２５から６００の範囲の分子量を有しており、
ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、約１５から約２０の範囲のｐＫａの炭素酸を有
する非ステロイド抗炎症剤または約１５から約２０の範囲のｐＫａの炭素酸を有するよう
修飾された非ステロイド抗炎症剤のニトロシル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４７】　約１５から約２０の範囲のｐＫａの炭素酸を有するよう修飾された
イブプロフェンのニトロシル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４８】　モノマーベースで２２５から６００の範囲の分子量を有しており、
ニトロソ基が第３級炭素に結合しているＣ－ニトロソ化合物であって、
ここで、該第３級炭素に置換基Ｑが結合しており、そして該置換基Ｑは、単環式、二環式
、三環式、四環式、または五環式であって、かつ２から２０個の炭素原子、０から４個の
窒素原子、０から１個の酸素原子および０から１個の硫黄原子からなる５から２４個の環
原子を含む環状部分に共有結合している鎖部分であって、１から１０個の炭素原子、０か
ら２個の窒素原子および０から２個の酸素原子からなる１から１２個の鎖原子を含む鎖部
分からなり、
該第３級炭素が少なくとも１個のカルボニル基に結合しており、
当該Ｃ－ニトロソ化合物が治療薬の第３級炭素をニトロシル化することによって得られ、
この治療薬が、ＮＯドナー効果がなく２５未満のｐＫａの炭素酸を有するものであるか、
またはＮＯドナー効果がなく２５未満のｐＫａの炭素酸を有するよう修飾されたものであ
る、Ｃ－ニトロソ化合物。
　　【請求項４９】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、２５未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロ
シル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
該第３級炭素が、環状部分の１個の環原子であり、この環状部分が、単環式、二環式、三
環式、四環式、または五環式であって、かつ２から２０個の炭素原子、０から４個の窒素
原子、０から１個の酸素原子および０から１個の硫黄原子からなる５から２４個の環原子
を含み、該環原子は、環上の水素もしくは他の置換基を除いて環を形成する原子を数える
ことによって計数され、
該第３級炭素に結合している２個の炭素が、環状部分の環原子であり、
当該Ｃ－ニトロソ化合物は治療薬の第３級炭素をニトロシル化することによって得られ、
この治療薬が、ＮＯドナー効果がなく２５未満のｐＫａの炭素酸を有するものであるか、
またはＮＯドナー効果がなく２５未満のｐＫａの炭素酸を有するよう修飾されたものであ
る、Ｃ－ニトロソ化合物。
　　【請求項５０】　モノマーベースで２２５から１,０００の範囲の分子量を有してお
り、ニトロソ基が第３級炭素に結合しており、２５未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロ
シル化によって得られるＣ－ニトロソ化合物であって、
当該Ｃ－ニトロソ化合物は、非環式であり、
該第３級炭素上の少なくとも１つの置換基は、４から２０個の炭素原子を含み、その置換
基および／または第３級炭素上の他の置換基が両方とも、電子吸引性原子もしくは基を含
むか、あるいは電子吸引性原子もしくは基であり、ここで、該電子吸引性原子もしくは基
は、該第３級炭素に直接結合している炭素原子に直接結合しているか、あるいは、該電子
吸引性基は、該第３級炭素に直接結合している炭素原子を含む、Ｃ－ニトロソ化合物。
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　　【請求項５１】　治療薬が鎮痛剤である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ化合物
。
　　【請求項５２】　治療薬がＣＯＸ－２阻害剤である、請求項４８に定義したＣ－ニト
ロソ化合物。
　　【請求項５３】　治療薬が抗狭心症薬である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ化
合物。
　　【請求項５４】　治療薬が抗高血圧薬である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ化
合物。
　　【請求項５５】　治療薬が利尿剤である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ化合物
。
　　【請求項５６】　治療薬がＡＣＥ阻害剤である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ
化合物。
　　【請求項５７】　治療薬が抗高コレステロール／抗高リポタンパク薬である、請求項
４８に定義したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項５８】　治療薬がカルシウム・チャネル・ブロッカーである、請求項４８に
定義したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項５９】　治療薬が制酸剤である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ化合物
。
　　【請求項６０】　治療薬が気管支拡張薬である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ
化合物。
　　【請求項６１】　治療薬がＮＭＤＡアンタゴニスト／骨格筋弛緩薬である、請求項４
８に定義したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項６２】　治療薬が抗増殖／チューブリン結合薬である、請求項４８に定義し
たＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項６３】　治療薬が抗結核薬である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ化合
物。
　　【請求項６４】　治療薬がＣＥＴＰ阻害剤である、請求項４８に定義したＣ－ニトロ
ソ化合物。
　　【請求項６５】　治療薬がＳＯＤ類似体である、請求項４８に定義したＣ－ニトロソ
化合物。
　　【請求項６６】　治療薬がキサンチンオキシダーゼ阻害剤である、請求項４８に定義
したＣ－ニトロソ化合物。
　　【請求項６７】　炎症性疾患または痛みのある疾患を処置する医薬の製造における、
請求項５に記載のＣ－ニトロソ化合物の使用。
　　【請求項６８】　炎症性疾患または痛みのある疾患を処置する医薬の製造における、
請求項６に記載のＣ－ニトロソ化合物の使用。
　　【請求項６９】　炎症性疾患を処置する医薬の製造における、請求項１９に記載のＣ
－ニトロソ化合物の使用。
　　【請求項７０】　炎症性疾患を処置する医薬の製造における、請求項４７に記載のＣ
－ニトロソ化合物の使用。
　　【請求項７１】　ニトロソグルタチオンを必要とする患者を処置するために用いられ
る医薬の製造における、請求項４４に記載のＣ－ニトロソ化合物の使用。
　　【請求項７２】　ニトロソグルタチオンを必要とする患者を処置するために用いられ
る医薬の製造における、グルタチオンと組み合わせた請求項４４に記載のＣ－ニトロソ化
合物の使用。
　　【請求項７３】　凝固、または血栓形成、または細菌もしくはウイルスの感染の危険
を予防する医薬の製造における、請求項１２に記載のポリマーの使用。
　　【請求項７４】　医薬が、再狭窄を有しているかまたは再狭窄の危険がある患者の組
織と接触させるために用いられるものである、請求項７３に記載の使用。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　本発明のＣ－ニトロソ化合物は、もし既存の薬剤がｐＫａが２５未満の炭素酸を構成す
るかまたは２５未満のｐＫａを有する炭素酸に変えられるならば、当該薬剤の第３級炭素
原子をニトロシル化することによって得られ、そして前記の分子量の制限に合ったＣ－ニ
トロソ化合物を提供することが本発明において見出されている。得られたＣ－ニトロソ化
合物は、薬剤の活性を保持し、そしてさらにＮＯに関する弛緩効果を提供し、そして他の
下記の有益な効果を提供し得る。既存の薬剤は、例えば非ステロイド抗炎症剤、ＣＯＸ－
２阻害剤、鎮痛剤、抗狭心症薬、抗高血圧薬、利尿剤、ＡＣＥ阻害剤、抗高コレステロー
ル／抗高リポタンパク薬、カルシウム・チャネル・ブロッカー、制酸剤、気管支拡張薬、
ＮＭＤＡアンタゴニスト／骨格筋弛緩薬、抗増殖／チューブリン結合薬、抗結核薬、ＣＥ
ＴＰ阻害剤、ＳＯＤ類似体、およびキサンチンオキシダーゼ阻害剤を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　第１の具体的態様のＣ－ニトロソ化合物のさらに別のクラスは、モノマーベースで２２
５から１,０００の範囲の、例えば２２５から６００の範囲の分子量を有するＣ－ニトロ
ソ化合物であって、約２５未満のｐＫａを有する炭素酸のニトロシル化によって得られる
、ニトロソ基が第３級炭素に結合したＣ－ニトロソ化合物であって、Ｃ－ニトロソ化合物
が非環式であり、第３級炭素上の少なくとも１つの置換基が４から２０個の炭素原子を含
み、そして第３級炭素上の該置換基および／または１つもしくは両方の他の置換基が、第
３級炭素に直接結合した炭素を含む電子吸引性原子もしくは基を含むか、または該炭素上
に電子吸引性原子もしくは基を含み(例えば上記で例示したように)、また列挙した以外の
下流の何れの原子も、列挙された分子量を提供するのに必要であるもの以外は重要でない
、Ｃ－ニトロソ化合物を含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０１】
　本発明の第１の具体的態様のＣ－ニトロソ化合物、および約２５未満のｐＫａ値を有す
る他のＣ－ニトロソ化合物は、ＰＶＰ、ＰＶＰ－ウレタン共重合体；ハイドロゲル；ポリ
ラクチドおよびポリラクチド－コ－ポリエチレングリコール；ポリアクリロニトリル、ポ
リアクリロニトリル／ポリアクリルアミド／ポリアクリル酸共重合体；ポリウレタン、ポ
リカーボネート、ポリエーテル、およびこれら３種の共重合体；シリコンポリマーおよび
共重合体；澱粉および修飾された澱粉、セルロースおよびセルロース様物質を含む炭水化
物ポリマー、キチンおよびキトサン、ヒアルロン酸、コンドロイチン、および硫酸コンド
ロイチンを含むグリコサミン・グリカンを含む、全ての生体適合性ポリマーに組み込まれ
得る。該ポリマーは、約２５未満のｐＫａ値を有する炭素酸から誘導されるＣ－ニトロソ
部分を組み込むために修飾されている。該Ｃ－ニトロソ部分は、側鎖ヒドロキシル基にエ
ステルもしくはエーテルとして、側鎖カルボン酸にエステルとして、または側鎖アミノ部
分にアミンもしくはアミドとして結合され得る。ニトロシル化されたポリマーは、それ自
身様々な方法で製造され得る。ニトロシル化されたモノマーは、遊離ラジカル重合、イオ
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ン重合、複分解重合、またはリビング重合の何れかの間に、成長するポリマーに組み込ま
れ得る。あるいは、重合化が完了したポリマーは、例えばヒドロキシル化された、もしく
はアミンを含むポリマーを、カルボン酸塩化物もしくはハロゲン化アルキルで処理するこ
とによって、カルボキシレートを含むポリマーをハロゲン化アルキルで処理することによ
って、合成後に上記の基を組み込むよう誘導体化され得る。最後に、Ｃ－ニトロソ前駆体
は、例えばジオンもしくはビニルシランを含むモノマーを、遊離ラジカル重合、イオン重
合、複分解重合、またはリビング重合によって成長するポリマー鎖に重合し得、そして重
合後に、例えば酸性の亜硝酸イオン、四塩化チタン、および亜硝酸アルキルなどの、ニト
ロソニウムイオン源に、それぞれ曝露することによって、ニトロシル化し得る。
　該ポリマーは、例えば５０,０００から５００,０００の範囲の重量平均分子量(光散乱
法により決定)を有し得る。
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